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＜参考＞

1．国際勧告等との関連

本標準は、1991 年 10 月 CCITT－SGXI ジュネーブ会合でまとめられた CCITT 勧告 Q．952「転送付加

サービス」草案（以下「草案」は省略して用いる。）をベースとして、TTC 標準 JT－Q931－a「PBX 間

ディジタルインタフェース（共通チャネル形信号方式）」を用いて PBX 間で着信転送サービスを提供

するために最低限必要なサービス概要、関連メッセージ、情報要素を規定したものである。CCITT 勧告

Q．952 に含まれるその他の転送サービスは将来検討とする。

2．上記国際勧告等に対する追加項目等

（1） CCITT 勧告 Q．952 との差分を以下に示す。

本標準 CCITT勧告Q．952 差分

1．サービス概要 2／5．1 定義

2／5．2 解説

2／5．2．1 概要

CCITT勧告Q．952を参考にPBX間のサー

ビスとして記述した。

2．特殊用語 2／5．2．2 用語定義 PBX間で最低限必要となる特殊用語を規

定した。

CCITT勧告Q．952で、転送サービス登

録手順等、ユーザ・網インタフェース記

述で使用される用語が示されているが、

PBX間では規定対象外であるため、記述

しないこととした。ISDN番号は、私設

網内番号に置き換えた。
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本標準 CCITT勧告Q．952 差分

対応無し 2／5．2．3 略号 転送サービス名として使用する略号は、

「1．サービス概要」に示した。

ユーザ・網インタフェースの記述で使用

される略号は、本標準の規定範囲外であ

るため削除した。

対応無し 2／5．2．4 状態定義 転送の開始／停止／登録に関する状態は

PBX間では規定対象外であるため、削除

した。

対応無し 2／5．3 運用上の要求条件

2／5．3．1 サービス提供

／取消し

2／5．3．2 発側の網に対

する要求条件

2／5．3．3 着側の網に対

する要求条件

サービスに関する記述であるため、加入

オプション、網側オプションを「付録Ⅰ

シーケンス例」の着信転送のサービス分

類として記述した。

3．関連メッセージ、

情報要素

2／5．4 コーディング上の

要求条件

PBX間で着信転送サービスに必要なメッ

セージ及び情報要素とコーディングにつ

いて記述した。

転送先番号、転送元番号、通知識別子の

コーディングは、CCITT勧告Q．952を参

照した。

通知識別子情報要素”diversion acti－vated

（転送登録中）”は、端末－PBX間で通

知する情報であるため、記述から削除し

た。
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本標準 CCITT勧告Q．952 差分

3．関連メッセージ、

情報要素

（つづき）

転送先番号長、転送元番号長は、CCITT

勧告Q．952では規定されていないが、TTC

標準JT－Q931－aに示される発番号情報と

同様に、転送先番号を36オクテット、転

送元番号を37オクテットとした。

CCITT勧告Q．952では、ユーザ・網間で

転送の登録、通知を行うためにファシリ

ティ情報要素のコーディングを規定して

いるが、PBX間では規定範囲外であるた

め、記述しないこととした。

対応無し 2／5．5 S及びT参照点に

おける信号手順

サービスに関する記述であるため、加入

オプション、網側オプションを「付録Ⅰ

シーケンス例」の着信転送のサービス分

類として記述した。

転送サービス登録手順等、ユーザ・網イ

ンタフェースに関する記述は削除した。

4．他のサービスとの

相互作用

2／5．6 他の付加サービ

スとの相互作用

TTC標準として標準化されているサービ

スの相互作用について記述した。

対応無し 2／5．7 他の網との相互

作用

本標準の規定範囲外であるため削除した

対応無し 2／5．8 信号フロー

（ANNEX－Aに

記述）

本標準の規定範囲外であるが、参考とし

て「付録Ⅰ　シーケンス例」を示した。
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本標準 CCITT勧告Q．952 差分 

対応無し 2／5．9 パラメータ値 

（タイマ） 

不応答タイマ値は、転送元PBXの仕様で

あるため、本標準では規定しない。 

転送サービス登録手順に関するタイマ値

は、ユーザ・網インタフェースでの規定

であり、本標準の規定対象外であるため

削除した。 

付属資料1 

PBX間SDL図 

2／5．10 動的記述（SDL） PBX間で必要なSDLについて、TTC標準JT

－Q931－aで記述されていない部分を示

した。 

付録Ⅰ 

シーケンス例 

ANNEX－A信号フロー PBX間で付加サービスをインプリメント

するために参考となるシーケンス例を記

述した。 

CCITT勧告Q．９５２加入オプション、網

側オプションを着信転送のサービス分類

としてシーケンス例を示した。 

 

3．改版の履歴 
 

版 数 制 定 日 改 版 内 容 

第1版 平成4年4月28日 制  定 

 

 

4．工業所有権   
 

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

5．その他 
 

（1）参照している勧告、標準等 

 

TTC 標準： JT－Q931－a 

CCITT 勧告：Q．952 草案 
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［概説］

　本標準は、TTC 標準 JT－Q931－a を通して、PBX－PBX 間で着信転送に係わる情報を通知するために最

低限必要なサービス概要、関連メッセージ、情報要素について規定したものである。着信転送サービスに

は以下のサービスがある。

・無条件着信転送 （CFU）

・ビジー時着信転送 （CFB）

・無応答時着信転送 （CFNR）

・呼毎着信転送 （CD）

１．サービス概要

（1）無条件着信転送

無条件着信転送（CFU）は、サービス対象ユーザの私設網内番号に対する着信呼を、無条件に、PBX

が別の私設網内番号に転送する付加サービスである。サービス対象ユーザの発信呼は影響を受けない。

（2）ビジー時着信転送

ビジー時着信転送（CFB）は、サービス対象ユーザが話中の場合に、その私設網内番号に対する着信

呼を、PBX が他の私設網内番号へ転送することを可能にする付加サービスである。サービス対象ユー

ザの発信サービスは影響を受けない。

（3）無応答時着信転送

無応答時着信転送（CFNR）は、サービス対象ユーザが無応答の場合に、その私設網内番号に対する

着信呼を、PBX が他の私設網内番号へ転送することを可能とする付加サービスである。サービス対象

ユーザの発信サービスは影響を受けない。

（4）呼毎着信転送

呼毎着信転送（CD）は、着信時に、サービス対象ユーザが、他の私設網内番号に転送することを PBX

に要求することを可能にする付加サービスである。転送は、着信ユーザ（サービス対象ユーザ）が着

信に応答する前のみ可能である。サービス対象ユーザの発信サービスは影響は受けない。
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２．特殊用語

（1）サービス対象ユーザ／転送元ユーザ／着ユーザ

　その私設網内番号への着信呼を転送することを要求しているユーザ。

（2）私設網内番号

　TTC標準 JT－Q931－aで運ばれる番号である。

（3）転送先番号

　転送先ユーザの私設網内番号。

（4）転送元番号

　転送元ユーザの私設網内番号。

（5）転送元 PBX／着 PBX

　着信呼に対して転送を行った PBX。

（6）転送先 PBX

　呼が転送される先の PBX。

（7）転送先ユーザ

　呼が転送される先のユーザ。
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３．関連メッセージ、情報要素

3.1　関連メッセージ

着信転送サービス提供のために、情報要素の規定が必要なメッセージを以下に示す。

・「通知」メッセージ

・「呼設定」メッセージ

・「呼出」メッセージ

・「応答」メッセージ

・「経過表示」メッセージ

3.1.1　「通知」（NOTIFY）

　本メッセージは、着信転送サービスが起動されたことを示すために、後位 PBX から前位 PBX に転送

される。（参照　表 3－1／JT－Q952－a）

表 3－1／JT－Q952－a

「通知」（NOTIFY）メッセージ内容

メッセージ種別 ：通知

定義区間 ：グローバル

方向 ：←

情　報　要　素 参　　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4．2／JT－Q931－a ← M 1

呼番号 4．3／JT－Q931－a ← M 3

メッセージ種別 4．4／JT－Q931－a ← M 1

転送先番号 3．2．1 ← O 2～36

通知識別子 3．2．3 ← O 2～3
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3.1.2　「呼設定」（SETUP）

　本メッセージは、前位 PBXから後位 PBXに着信転送の呼設定を開始するために転送される。

（参照　表 3－2／JT－Q952－a）

表 3－2／JT－Q952－a

「呼設定」（SETUP）メッセージ内容

メッセージ種別 ：呼設定

定義区間 ：グローバル

方向 ：→

情　報　要　素 参　　照 方　向 種　別 情報長

発番号 4.5.9／JT－Q931－a → O 2～36

発サブアドレス 4.5.10／JT－Q931－a → O 2～23

着番号 4.5.7／JT－Q931－a → O 2～35

着サブアドレス 4.5.8／JT－Q931－a → O 2～23

転送元番号 3.2.2 → O 2～37

その他の情報要素については3.1.13／JT－Q931－aを参照



- 5 - ＪＴ－Ｑ９５２－ａ

3.1.3　「呼出」（ALERTing）

　本メッセージは、転送先ユーザの呼出が開始されたことを示すために、後位 PBXから前位 PBXに転送

される。（参照　表 3－3／JT－Q952－a）

表 3－3／JT－Q952－a

「呼出」（ALERT）メッセージ内容

メッセージ種別 ：呼出

定義区間 ：グローバル

方向 ：←

情　報　要　素 参　　照 方　向 種　別 情報長

転送先番号 3．2．1 ← O 2～36

通知識別子 3．2．3 ← O 2～3

その他の情報要素については3．1．1／JT－Q931－aを参照
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3.1.4　「応答」（CONNect）

　本メッセージは、転送先ユーザが呼を受け付けたことを通知するために後位 PBX から前位 PBX に送ら

れる。（参照　表 3－4／JT－Q952－a）

表 3－4／JT－Q952－a

「応答」（CONN）メッセージ内容

メッセージ種別 ：応答

定義区間 ：グローバル

方向 ：←

情　報　要　素 参　　照 方　向 種　別 情報長

転送先番号 3.2.1 ← O 2～36

通知識別子 3.2.3 ← O 2～3

その他の情報要素については3.1.4／JT－Q931－aを参照
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3.1.5　「経過表示」（PROGress）

　本メッセージは、着信転送の結果としてインタワーキングが生じた時、またはインバンド情報／パター

ンを提供する時、これらの事象を呼の過程として表示するために後位 PBX から送出される。（参照　表

3－5／JT－Q952－a）

表 3－5／JT－Q952－a

「経過表示」（PROG）メッセージ内容

メッセージ種別 ：経過表示

定義区間 ：グローバル

方向 ：←

情　報　要　素 参　　照 方　向 種　別 情報長

転送先番号 3．2．1 ← O 2～36

通知識別子 3．2．3 ← O 2～3

その他の情報要素については3．1．10／JT－Q931－aを参照
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3.2　情報要素

3.2.1　転送先番号〔Redirection Number〕

転送先番号情報要素は、着信転送される転送先の番号を識別するために使用する。

8 7 6 5 4 3 2 1

転　送　先　番　号
オクテット

0 1 1 1 0 1 1 0 1

情報要素識別子

転送先番号内容長 2

0／1

拡　張
番号種別 番号計画識別子 3

1

拡　張
表示識別子

0 0

予 　 備

0 0　0

予　備

3a

0

4
番号ディジット

（IA5　キャラクタ）

図 3－1／JT－Q952－a　　　転送先番号情報要素

（CCITT Q．952）
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3.2.2　転送元番号〔Redirecting Number〕

　転送元番号情報要素は、着信転送の起動を行った転送元の番号を識別するために使用する。

8 7 6 5 4 3 2 1

転　送　元　番　号
オクテット

0 1 1 1 0 1 0 0 1

情報要素識別子

転送元番号内容長 2

0／1

拡　張
番号種別 番号計画識別子 3

0／1

拡　張
表示識別子

0　　　　0　　　　0

予　備

0　0

予　備

3a

1

拡　張

0　　　　0　　　　0

予　備
転送理由

3b

0

4
番号ディジット

（IA5　キャラクタ）

図 3－2／JT－Q952－a　　　転送元番号情報要素

（CCITT Q．952）
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転送理由は、以下の様にする。（参照　表 3－6／JT－Q952－a）

表 3－6／JT－Q952－a　　転送理由

ビット 4321

0000 不定

0001 ビジー時着信転送

0010 無応答時着信転送

0100 呼毎着信転送

1111 無条件着信転送

上記以外 予約済

　転送理由（オクテット 3b）以外の各フィールドは発番号情報要素と同様に定義される。
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3.2.3　通知識別子〔Notification Indicator〕

　通知識別子情報要素は、呼に関連した情報を通知するために使用する。

8 7 6 5 4 3 2 1

通　知　識　別　子
オクテット

0 0 1 0 0 1 1 1 1

情報要素識別子

通知識別内容長 2

1

拡　張
通知内容 3

図 3－3／JT－Q952－a　　　通知識別子情報要素

（CCITT Q．952）

表 3－7／JT－Q952－a　　通知識別子情報要素

通知内容（オクテット 3）

ビット 7654321

1111011 転送中　（注１）

上記以外予約済

注 1－転送元 PBXまたは転送先 PBXにおいて、発 PBXに転送通知を行う場合に使用する。
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4．他のサービスとの相互作用

4.1　発信者番号通知

相互作用なし。

4.2　発信者番号通知制限

相互作用なし。

4.3　接続先番号通知

相互作用なし。

4.4　接続先番号通知制限

相互作用なし。
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付属資料Ⅰ：PBX間 SDL図
　この付属資料は、着信転送サービスの為の詳細 SDL図である。TTC標準 JT－Q931－aの基本的な回線交

換呼の為の詳細 SDL図と合わせて使用される。

　SDL図に用いられる記号は次の通りである。

：　状態

：　呼制御部からのプリミティブ

：　呼制御部へのプリミティブ

：　対向 PBXからのメッセージ

：　対向 PBXへのメッセージ
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付図 I－１／JT－Q952－a　着信転送サービス詳細 SDL図（PBX間）（1／1）

３　発呼受付
OUTGOING CALL
PROCEEDING

通知

NOTIFY

通知表示
NOTIFY
INDICATION

３　発呼受付
OUTGOING CALL
PROCEEDING

４　　呼出通知

CALL DELIVERED

通　知

NOTIFY

通知表示
NOTIFY
INDICATION

４　　呼出通知

CALL DELIVERED

７　　呼出中

CALL RECEIVED

７　　呼出中

CALL RECEIVED

通　知

NOTIFY

通知要求

NOTIFY REQUEST

９　着呼受付
INCOMING CALL
PROCEEDING

９　着呼受付
INCOMING CALL
PROCEEDING

通　知

NOTIFY

通知要求

NOTIFY REQUEST

１１　切断要求

DISK REQUEST

通　知

NOTIFY

通知表示
NOTIFY
INDICATION

１１　切断要求

DISK REQUEST
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［付録Ⅰ］転送付加サービスにおけるシーケンス例

本付録は、転送付加サービスの実際のインプリメントの参考となるシーケンス例を記載する。

ＰＢＸ収容端末間の転送は、転送元 PBX、転送先 PBXが縮退した形で表される。

１．無条件着信転送（CFU）、ビジ一時着信転送（CFB）
発ユーザＡが着ユーザＢに発信し、着ユーザＢが転送先ユーザＣに、ＣＦＵ、ＣＦＢを設定している

場合の例

付図Ⅰ―１／JT－Q952－a　無条件着信転送、ビジー時着信転送シーケンス例

発ユーザ
A▲

発ＰＢＸ

着ＰＢＸ

（転送元ＰＢＸ） 転送先ＰＢＸ

　着ユーザ
（転送元ユーザ）

B▲

転送元
ユーザ
▲C

＜発呼＞

＜着呼－呼出＞

＜応答＞

CALL PROC

ALERT（注２）
転送先番号 C

CONN（注２）
転送先番号 C

CONN
転送先番号 C

ALERT
転送先番号 C

NOTIFY（注１）
転送先番号 C

SETUP
発番号、発ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ A
着番号、着ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ C
転送元番号 B（注３）
（転送理由＝CFU/CFB）

SETUP
発番号、発ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ A
着番号、着ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ B

CALL PROC
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（注 1）着信転送のサービス分類により次の場合がある。

（1）「発 PBXに転送通知しない」場合、発 PBXにメッセージを送出しない。

（2）「発 PBX に転送通知する（転送先番号なし）」の場合、発 PBX に「通知識別子＝転送中」を情報

要素に含む「NOTIFY」を送信する。

（3）「発 PBXに転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志による）」の場合、発 PBX

に転送先番号を情報要素に含む「NOTIFY」を送信する。転送先番号の表示識別子は、“表示制限”

とする。通知識別子を入れてもよい。

（4）「発 PBX に転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志によらない）」の場合、

発 PBXに転送先番号を情報要素に含む「NOTIFY」を送信する。

転送先番号の表示識別子は、“表示許可”とする。通知識別子を入れてもよい。

（注 2）着信転送のサービス分類により次の場合がある。

（1）「発 PBXに転送通知しない」場合、転送先 PBXは、転送先番号を送出しない。

（2）「発 PBXに転送通知する（転送先番号なし）」の場合、転送先 PBXは、転送先番号を送出しない。

（3）「発 PBXに転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志による」の場合、転送先 PBX

は、転送先番号情報要素を送出する。転送先番号情報要素の表示識別子は、転送先ユーザの条件に

より、転送先 PBX が、“表示許可”、“表示制限”のいずれかを設定する。通知識別子を入れて

もよい。

（4）「発 PBX に転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志によらない）」の場合、

転送先 PBXは、転送先番号を送出しない。

（注 3）着信転送のサービス分類により次の場合がある。

（1）「転送先 PBX に転送通知を送信しない」場合は、転送元番号を送信しないか、“表示制限”で転

送元番号を送信する。

（2）「転送先 PBXに転送通知を送信する」場合は、“表示許可”で転送元番号を送信する。
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２．不応答時着信転送（CFNR）
　発ユーザ A から着ユーザ B に着信、着ユーザ B 不応答で、転送先ユーザ C に転送する場合のシー

ケンスを示す。転送元 PBXが転送先 PBXからの呼出通知を受けた時点で発 PBXに転送通知する場合

と、転送元 PBXが、転送先 PBXへ転送の呼設定を行った時点で発 PBXに転送通知する場合とがある。

2.1　転送元 PBX が転送先 PBX からの呼出通知を受けた時点で発 PBX に転送通知する場合のシーケン

ス例

付図Ⅰ－２／JT－Q952－a　不応答時着信転送シーケンス例（ケース 1）

発ユーザ
A▲

発ＰＢＸ

着ＰＢＸ

（転送元 PBX） 転送先ＰＢＸ

　着ユーザ
（転送元ユーザ）

B▲

転送先
ユーザ
▲C

＜発呼＞

CALL PROC

SETUP
発番号、発ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ A
着番号、着ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ C
転送元番号 B（注３）
（転送理由＝CFNR）

SETUP
発番号、発ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ A
着番号、着ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ B

CALL PROC

＜着呼－呼出＞

＜応答＞

ALERT（注２）
転送先番号 C

CONN（注２）
転送先番号 C

CONN
転送先番号 C

NOTIFY（注１）
転送先番号 C

＜着ユーザ解放＞

＜着呼－呼出＞

＜不応答ﾀｲﾏﾀｲﾑｱｳﾄ＞

ALERT
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（注 1）着信転送のサービス分類により次の場合がある。

（1）「発 PBXに転送通知しない」場合、発 PBXにメッセージを送出しない。

（2）「発 PBX に転送通知する（転送先番号なし）」の場合、発 PBX に「通知識別子＝転送中」を情報

要素に含む「NOTIFY」を送信する。

（3）「発 PBXに転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志による）」の場合、発 PBX

に転送先 PBX から受信した転送先番号を情報要素に含む「NOTIFY」を送信する。通知識別子を入

れてもよい。

（4）「発 PBX に転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志によらない）」のサービ

ス分類は、選択しない方が望ましい。

（注 2）着信転送のサービス分類により次の場合がある。

（1）「発 PBXに転送通知しない」場合、転送先 PBXは、転送先番号を送出しない。

（2）「発 PBXに転送通知する（転送先番号なし）」の場合、転送先 PBXは、転送先番号を送出しない。

（3）「発 PBX に転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志による）」の場合、転送

先 PBX は、転送先番号情報要素を送出する。転送先番号情報要素の表示識別子は、転送先ユーザ

の条件により、転送先 PBX が、”表示許可”、”表示制限”のいずれかを設定する。通知識別子

を入れてもよい。

（4）「発 PBX に転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志によらない）」のサービ

ス分類は、選択しない方が望ましい。

（注 3）着信転送のサービス分類により次の場合がある。

（1）「転送先 PBX に転送通知を送信しない」場合は、転送元番号を送信しないか、”表示制限”で転

送元番号を送信する。

（2）「転送先 PBXに転送通知を送信する」場合は、”表示許可”で転送元番号を送信する。
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2.2　転送元 PBX が、転送先 PBX へ転送の呼設定を行った時点で発 PBX に転送通知する場合のシーケ

ンス例

付図Ⅰ－３／JT－Q952－a　不応答時着信転送シーケンス例（ケース 2）

発ユーザ
A▲

発ＰＢＸ

着ＰＢＸ

（転送元 PBX） 転送先ＰＢＸ

　着ユーザ
（転送元ユーザ）

B▲

転送先
ユーザ
▲C

＜発呼＞

CALL PROC

SETUP
発番号、発ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ A
着番号、着ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ C
転送元番号 B（注３）
（転送理由＝CFNR）

SETUP
発番号、発ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ A
着番号、着ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ B

CALL PROC

＜着呼－呼出＞

＜応答＞

ALERT（注２）
転送先番号 C

CONN（注２）
転送先番号 C

CONN
転送先番号 C

NOTIFY（注４）
転送先番号 C

＜着ユーザ解放＞

＜着呼－呼出＞

＜不応答ﾀｲﾏﾀｲﾑｱｳﾄ＞

ALERT

NOTIFY（注１）
転送先番号 C
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（注 1）着信転送のサービス分類により次の場合がある。

（1）「発 PBXに転送通知しない」場合、発 PBXにメッセージを送出しない。

（2）「発 PBX に転送通知する（転送先番号なし）」の場合、発 PBX に「通知識別子＝転送中」を情報

要素に含む「NOTIFY」を送信する。

（3）「発 PBXに転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志による）」の場合、発 PBX

に転送先番号を情報要素に含む「NOTIFY」を送信する。転送先番号の表示識別子は、”表示制限”

とする。通知識別子を入れてもよい。

（4）「発 PBX に転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志によらない）」の場合、

発 PBX に転送先番号を情報要素に含む「NOTIFY」を送信する。転送先番号の表示識別子は、”表

示許可”とする。通知識別子を入れてもよい。

（注 2）着信転送のサービス分類により次の場合がある。

（1）「発 PBXに転送通知しない」場合、転送先 PBXは、転送先番号を送出しない。

（2）「発 PBXに転送通知する（転送先番号なし）」の場合、転送先 PBXは、転送先番号を送出しない。

（3）「発 PBX に転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志による）」の場合、転送

先 PBX は、転送先番号情報要素を送出する。転送先番号情報要素の表示識別子は、転送先ユーザ

の条件により、転送先 PBX が、”表示許可”、”表示制限〃”のいずれかを設定する。通知識別

子を入れてもよい。

（4）「発 PBX に転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志によらない）」の場合、

転送先 PBXは、転送先番号を送出しない。

（注 3）着信転送のサービス分類により次の場合がある。

（1）「転送先 PBX に転送通知を送信しない」場合は、転送元番号を送信しないか、”表示制限”で転

送元番号を送信する。

（2）「転送先 PBXに転送通知を送信する」場合は、”表示許可”で転送元番号を送信する。

（注 4）着信転送のサービス分類により次の場合がある。
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（1）「発 PBXに転送通知しない」場合、発 PBXにメッセージを送出しない。

（2）「発 PBXに転送通知する（転送先者号なし）」の場合、発 PBXにメッセージを送出しない。

（3）「発 PBXに転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志による）」の場合、発 PBX

に転送先 PBX から受信した転送先番号を情報要素に含む「NOTIFY」を送信する。通知識別子を入

れてもよい。

（4）「発 PBX に転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志によらない）」の場合、

発 PBXにメッセージを送出しない。
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３．呼毎着信転送

　発ユーザ A から着ユーザ B に着信時、着ユーザ B の指示で、異なる PBX に収容される転送先ユーザ

C に転送する場合のシーケンス例を示す。着ユーザからの転送指示は、着ユーザが SETUP 受信後、呼出

フェーズで通知される場合（呼出フェーズ通知）と、即時に通知される場合（即時通知）とがある。

3.1　呼出フェーズ通知例

付図Ⅰ－４／JT－Q952－a　呼毎着信転送シーケンス例（ケース 1）

発ユーザ
A▲

発ＰＢＸ

着ＰＢＸ

（転送元 PBX） 転送先ＰＢＸ

　着ユーザ
（転送元ユーザ）

B▲

転送先
ユーザ
▲C

＜発呼＞

CALL PROC

SETUP
発番号、発ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ A
着番号、着ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ C
転送元番号 B（注３）
（転送理由＝CD）

SETUP
発番号、発ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ A
着番号、着ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ B

CALL PROC

＜着呼－呼出＞

＜応答＞

ALERT（注２）
転送先番号 C

CONN（注２）
転送先番号 C

CONN
転送先番号 C

NOTIFY（注１）
転送先番号 C

＜着ユーザへの着呼＞

＜着 PBXへの転送指示＞（注４）

ALERT
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（注 1）着信転送のサービス分類により次の場合がある。

（1）「発 PBXに転送通知しない」場合、発 PBXにメッセージを送出しない。

（2）「発 PBX に転送通知する（転送先番号なし）」の場合、発 PBX に「通知識別子＝転送中」を情報

要素に含む「NOTIFY」を送信する。

（3）「発 PBXに転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志による）」の場合、発 PBX

に転送先 PBX から受信した転送先番号を情報要素に含む「NOTIFY」を送信する。通知識別子を入

れてもよい。

（4）「発 PBX に転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志によらない）」の場合、

発 PBX に転送先 PBX から受信した転送先番号を情報要素に含む「NOTIFY」を送信する。通知識

別子を入れてもよい。

（注 2）着信転送のサービス分類により次の場合がある。

（1）「発 PBXに転送通知しない」場合、転送先 PBXは、転送先番号を送出しない。

（2）「発 PBXに転送通知する（転送先番号なし）」の場合、転送先 PBXは、転送先番号を送出しない。

（3）「発 PBX に転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志による）」の場合、転送

先 PBX は、転送先番号情報要素を送出する。転送先番号情報要素の表示識別子は、転送先ユーザ

の条件により、転送先 PBX が、”表示許可”、”表示制限”のいずれかを設定する。通知識別子

を入れてもよい。

（4）「発 PBX に転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志によらない）」の場合、

転送先 PBXは、転送先番号情報要素を送出しない。

（注 3）着信転送のサービス分類により次の場合がある。

（1）「転送先 PBX に転送通知を送信しない」場合は、転送先番号を送信しないか、”表示制限”で転

送元番号を送信する。

（2）「転送先 PBXに転送通知を送信する」場合は、”表示許可”で転送元番号を送信する。

（注 4）転送元ユーザから転送元 PBXへの転送指示方法は、本標準の対象外である。
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3.2　即時通知例

付図Ⅰ－５／JT－Q952－a　呼毎着信転送シーケンス例（ケース 2）

発ユーザ
A▲

転送先
ユーザ
▲C

発ＰＢＸ

着ＰＢＸ

（転送元 PBX） 転送先ＰＢＸ

　着ユーザ
（転送元ユーザ）

B▲

＜発呼＞

CALL PROC

SETUP
発番号、発ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ A
着番号、着ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ C
転送元番号 B（注３）
（転送理由＝CD）

SETUP
発番号、発ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ A
着番号、着ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ B

CALL PROC

＜着呼－呼出＞

＜応答＞

ALERT（注２）
転送先番号 C

CONN（注２）
転送先番号 C

CONN
転送先番号 C

ALERT
転送先番号 C

＜着ユーザへの着呼＞

＜着 PBXへの転送指示＞（注４）

NOTIFY（注１）
転送先番号 C
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（注 1）着信転送のサービス分類により次の場合がある。

（1）「発 PBXに転送通知しない」場合、発 PBXにメッセージを送出しない。

（2）「発 PBX に転送通知する（転送先番号なし）」の場合、発 PBX に「通知識別子＝転送中」を情報

要素に含む「NOTIFY」を送信する。

（3）「発 PBXに転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志による）」の場合、発 PBX

に転送先番号を情報要素に含む「NOTIFY」を送信する。転送先番号の表示識別子は、”表示制限”

とする。通知識別子を入れてもよい。

（4）「発 PBX に転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志によらない）」の場合、

発 PBX に転送先番号を情報要素に含む「NOTIFY」を送信する。転送先番号の表示識別子は、”表

示許可”とする。通知識別子を入れてもよい。

（注 2）着信転送のサービス分類により次の場合がある。

（1）「発 PBXに転送通知しない」場合、転送先 PBXは、転送先番号を送出しない。

（2）「発 PBXに転送通知する（転送先番号なし）」の場合、転送先 PBXは、転送先番号を送出しない。

（3）「発 PBX に転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志による）」の場合、転送

先 PBX は、転送先番号情報要素を送出する。転送先番号情報要素の表示識別子は、転送先ユーザ

の条件により、転送先 PBX が、”表示許可”、”表示制限”のいずれかを設定する。通知識別子

を入れてもよい。

（4）「発 PBX に転送通知する（転送先番号あり、表示は転送先ユーザの意志によらない）」の場合、

転送先 PBXは、転送先番号を送出しない。

（注 3）着信転送のサービス分類により次の場合がある。

（1）「転送先 PBX に転送通知を送信しない」場合は、転送元番号を送信しないか、”表示制限”で転

送元番号を送信する。

（2）「転送先 PBXに転送通知を送信する」場合は、”表示許可”で転送元番号を送信する。

（注 4）転送元ユーザから転送元 PBXへの転送指示方法は、本標準の対象外である。
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付録Ⅱ

用語対象表

略　号 フ　ル　ネ　ー　ム 日　本　語　名　等

CLIP Calling Line Identification Presentation 発信者番号通知

CLIR Calling Line Identification Restriction 発信者番号通知制限

COLP Connected Line Identification Presentation 接続先番号通知

COLR Connected Line Identification Restriction 接続先番号通知制限

CFU Call Forwarding Unconditional 無条件着信転送

CFB Call Forwarding Busy ビジー時着信転送

CFNR Call Forwarding No Reply 無応答時着信転送

CD Call Deflection 呼毎着信転送
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